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国創りに結実する科学技術創造を目指して国創りに結実する科学技術創造を目指して
～イノベーション創出能力強化と人材育成～～イノベーション創出能力強化と人材育成～

総合科学技術会議議員総合科学技術会議議員

柘植綾夫柘植綾夫

原子力総合シンポジウム２００６ 平成18年5月29日東京日本学術会議講堂
日本機械学会全国大会２００６．９．１８ 特別フォーラム

22

～２１世紀の今、我が国は明治維新、敗戦後の戦後復

興に次ぐ、国つくりの第三の重大革新期に入ってい

る～ ①第一、第二ともに、“どのような国を創るか”

のビジョンが明確にあって、“技術はその実現の手段”

としての重要な役割を果たした。

②第三の重大変革期に入って、“どのような国を創るか”

へのビジョンと、その実現への“科学”と“技術”の役割

を科学者、技術者は再確認せねばならない。

真の科学技術創造立国を目指して

ーはじめにー



2

33

科学と技術に対するパラダイムの再確認に

よって２１世紀の日本をつくる道が見えてく

る。

① 科学は文化創造。科学すること（未知への探求）

自体が目的そのもの。 文化的な国創りに必須。

② 技術は文明をつくる手段。 徹底した科学的な思

考とアプローチに基づいた技術革新とイノベー

ションが世界大競争に勝ち残るために必須。

機械工学のミッションは技術創造とイノベー

ション実現役の主役！

44

科学と技術が目指す日本の姿

①少子・高齢化、人口減少社会のもと、豊か

な精神生活（文化）と豊かな物質生活（文

明）を享受出来る国：National Innovation 

Systems(国と地域イノベーション）

②世界の国から尊敬される文化を持ち、同

時に世界の国の文化と文明の進化に貢

献する国:Global Innovation Ecosystem
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ﾗｲｾﾝｽ

キャッチアップ型キャッチアップ型

自主
技術化

自主
技術

技術の幅

技
術
レ
ベ
ル

社会の求める科学技術の
スペクットル幅の広がりと
融合能力

フロントランナー型フロントランナー型

高性能化
高信頼性化
心の満足

フロントランナー型イノベーション創出には、基礎か
ら応用までの科学技術群のスペクトルの広がりと
それらの結合が必須→巨大複雑系の個別先端
科学技術創造とその統合化能力が不可欠

２１世紀のイノベーション創出構造の変化

５

66

2121世紀の国創りに結実する世紀の国創りに結実する

科学技術創造の要科学技術創造の要

１．イノベーション創出能力強化と人材育成１．イノベーション創出能力強化と人材育成

①① 科学にもとずく科学にもとずく先端知の創造先端知の創造

②② 社会・経済的価値創造社会・経済的価値創造への結合への結合

２．２．NationalNational Innovation SystemsInnovation Systems＆＆ Global Global 
Innovation EcosystemInnovation Ecosystem構築の両面が構築の両面が2121世世

紀のイノベーションの命題・・・・・国際紀のイノベーションの命題・・・・・国際競争と競争と
協調の両輪協調の両輪
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世界をリードするイノベーション

基盤科学技術と
ものづくり力

Differentiater

Enabler
Technologies

育成すべき科学技術と人材像

Type-D  :  Differentiater科学技術創造

Type-E  : Enabler技術創造

Type-B :  幅広い基礎技術と

基盤技術・技能の育成

要求される科学技術のスペクトル
の幅の広がり（人文、社会まで）

Type-Σ :  知の結合による価値の創造

（縦・横のインテグレーション力）：社会的
経済的価値創造＝真のInnovation

柘植２００６．７

要
求

さ
れ

る
技

術
の

高
さ

知の創造と価値創造の結合に必要な能力と人材像

88

第三期科学技術基本計画と戦略重点化第三期科学技術基本計画と戦略重点化

第１部
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1. 社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術

2. 投資の選択と集中の徹底

3. モノから人へ、機関における個人の重視
－科学技術人材の育成・強化－

4. 世界最高の科学技術水準を目指す構造改革
－絶えざるイノベーションの創出－

5. 総合科学技術会議の司令塔機能の強化

第３期基本計画のポイント
～日本が生きる道は、科学技術創造立国による国際競争力強化～

1010

第三期基本計画の新機軸：知の創造を社会的価値化へ

６[Global Innovation Ecosystem] [National Innovation Systems] １０
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政策目標の体系的整理：出口からの必要科学技術のブレークダウン例

１１

1212

５カ年間の政府研究開発投資の総額の規模は、約
２５兆円とする。
（注：計画期間中に対ＧＤＰ比率１％、名目ＧＤＰの平均成長率が
３．１％となることを前提としたもの）

－ 毎年度の予算編成に当たっては、厳しさを増している財政事
情を踏まえ、財政構造改革に十分配慮した上で必要な経費を確
保する。

－ 計画の実施に当たっては、成果目標の設定、評価の仕組み
の確立、研究費配分の無駄の排除などの諸改革を徹底的に実
行し、投資効果を最大限高める。

第三期科学技術基本計画への投資の総額規模第三期科学技術基本計画への投資の総額規模

１２
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メリハリをつけて投資し、限られた財政資源を有効に活用

－ 多様な知と革新をもたらす基礎研究は、一定の資源を確保して

着実に推進

－ 重点推進４分野（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ、情報通信、環境、ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・

材料）に対し、選択と集中の上、引き続き優先的に資源配分

－ 国の存立にとって基盤的であり、国として取り組むことが不可欠な

研究開発課題を重視して推進する分野（推進４分野：ｴﾈﾙｷﾞｰ、

製造技術、社会基盤、ﾌﾛﾝﾃｨｱ）に対しても、選択と集中を徹底し、

適切に資源配分

第三期科学技術基本計画における第三期科学技術基本計画における投資の投資の
選択と集中の徹底選択と集中の徹底（１）（１）

1414
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その他４分野 62.1%

８分野計 19,834億円

８分野計 20,713億円

８分野計 19,979億円

８分野計 20,562億円

その他４分野 56.9%

その他４分野 61.8%

８分野計 20,568億円

その他４分野 59.4%

重点４分野 45.5% その他４分野 54.5%

重点４分野 43.1%

重点４分野 40.6%

重点４分野 38.2%

重点４分野 37.9%

科学技術関係予算（８分野）の分野別割合の推移

【速報値】

（注）１．本資料は各府省から提出されたデータを参考に内閣府で集計したものであり、今後の精査により数値が変更されることがある。
２．平成１６年度及び１７年度の競争的資金や独立行政法人等に係る分野別割合については、過年度実績等に基づき内閣府が計算した参考値を含む。
３．科学技術関係予算は、上記８分野以外に、大学に係る科学技術関係経費等が約１兆６千億円ある。
４．上記経費には、特殊法人等の自己財源等、国庫支出金以外の経費約２１億円が含まれる。

１４
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とりわけ、５年間に予算を重点配分する対象（＝「戦略重点科学
技術」）を絞り込み、投資を集中

① 安全と安心への対応など、急速に高まった社会・国民のニーズ

に対応すべきもの

② 今後５年間の投資が国際競争上不可欠なもの

③ 国主導の長期・大規模のプロジェクトで集中投資が必要なもの

特に、上記③は、「国家基幹技術」として精選、厳正な評価等を
実施

第三期科学技術基本計画における第三期科学技術基本計画における投資の投資の
選択と集中の徹底選択と集中の徹底（２）（２）

1616

大学の更なる改革と競争力の強化

－ 重点投資の推進により世界トップクラスの拠点・３０

程度の形成を目指す

大学を中心とする地域活性化

－ 「地域の知の拠点再生プログラム」（地域再生本部と

連携）

公的研究機関の改革徹底による機能強化

府省横断的データベースの構築を含む改革により、
研究費の不合理な重複や過度の集中を排除

産学官連携の深化

－ 産業界の参画による先端的な融合領域研究拠点の形成

世界最高世界最高の科学技術の科学技術水準を目指す水準を目指す構造改革構造改革

～科学の発展と絶えざるイノベーション力の強化～科学の発展と絶えざるイノベーション力の強化
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科学技術政策が目指す２１世紀の
国の姿を明確にした

～イノベーションと人材育成～

第三期科学技術基本計画の新基軸

1818

第１６４回国会における小泉総理大臣施政方針第１６４回国会における小泉総理大臣施政方針

（我が国の発展基盤の整備の部分抜粋）（我が国の発展基盤の整備の部分抜粋）

•• 科学技術の振興なくして我が国の発展は無い。科学技術の振興なくして我が国の発展は無い。

•• 「科学技術創造立国」の実現に向け、国全体の「科学技術創造立国」の実現に向け、国全体の
予算を減らす中、科学技術の分野は増額し、第予算を減らす中、科学技術の分野は増額し、第
三期基本計画を策定して研究開発を戦略的に三期基本計画を策定して研究開発を戦略的に
実施する。実施する。

平成１８年１月２０日平成１８年１月２０日

第三期科学技術基本計画は3月28日閣議決定された。
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第三期科学技術基本計画の第三期科学技術基本計画の
分野別推進戦略概要および分野別推進戦略概要および

ものづくり技術推進戦略ものづくり技術推進戦略

第２部

20

ＷＧ １

ＷＧ ２

ＷＧ ３

ＷＧ ４

ＷＧ １

ＷＧ ２

ＷＧ ３

ＷＧ ４

ＷＧ ５

ＷＧ ６

ＷＧ ７

ＷＧ

勉強会 １

勉強会 ２

勉強会 ３

勉強会 ４

勉強会 ５

勉強会 ６

ＷＧ
ワーキンググループ

Ｐ Ｔ

柘植
議員

Ｐ Ｔ

柘植
議員

Ｐ Ｔ

柘植
議員

Ｐ Ｔ

薬師寺
議員

Ｐ Ｔ

阿部
議員

Ｐ Ｔ

阿部
議員

プロジェクト･チーム (座長)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 情報通信 環 境
ﾅﾉ･材

料
ｴﾈﾙｷﾞｰ

ものづくり
技術

社会基盤 ﾌﾛﾝﾃｨｱ

重点推進４分野・推進４分野

分野別推進戦略案の検討体制

Ｐ Ｔ

岸本
議員

ＷＧ １

ＷＧ ２

ＷＧ ３

ＷＧ ４

ＷＧ ５

ＷＧ ６

勉強会 １

勉強会 ２

勉強会 ３

勉強会 ４

勉強会 ５

勉強会 ６

勉強会 ７

勉強会

ＷＧ

１２月から１２月から

８８つのつのプロジェクトチームプロジェクトチーム及び及び

((延べ２５回の会合延べ２５回の会合))

２０２０ののワーキンググループワーキンググループを中心としてを中心として

((延べ５９回の会合延べ５９回の会合))

約３２０名約３２０名のの専門家専門家により検討を実施。により検討を実施。

Ｐ Ｔ

薬師寺
議員
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分野別推進戦略の内容

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

ﾗｲﾌｻｲｴｽ
分野

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

情報通
信分野

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

環 境
分野

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

ナノ材
料分野

エネル
ギｰ分野

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

ものづく

り分野
ﾗｲﾌｻｲｴﾝ

ｽ
分野

社会基
盤分野

ﾗｲﾌｻｲｴﾝ
ｽ

分野

ﾌﾛﾝﾃｨｱ
分野

重点推進４分野 推進４分野

○ ステップ２：戦略重点科学技術
特に今後５年間に集中投資すべき科学技術を選定

○ 研究開発の推進方策
取組を円滑に進め「活きた戦略」を実現する方策を明記

○ 状況認識

○ ステップ１：重要な研究開発課題
今後５年間に政府が取り組むべき重要な課題を抽出

○ 目標設定
研究開発目標・成果目標を政府の責任部署とともに明記

８つの分野毎に策定８つの分野毎に策定

２１

22

平成平成1818年度年度
科学技術関係予算科学技術関係予算
３兆５７３３億円３兆５７３３億円

２０％ １３％

推進４分野

１８年度予算額でみた戦略重点科学技割合１８年度予算額でみた戦略重点科学技割合

重点推進４分野

戦略重点科学術

２８６６億円

戦略重点科学術

２８６６億円 １６１６ %%

政策課題対応型研究発
１兆７８５６億円研究者の自由な発

想に基づく研究

１兆４２２３億円

システム改等

３６５４億円

ステップステップⅡⅡ：科学技術の戦略的重点化：科学技術の戦略的重点化

①急速に高まる社会・国民のニーズに対し、迅速に対応
②国際競争を勝ち抜く上で不可欠
③国家基幹技術（長期戦略の下、国主導で取り組む大規模プロジェクト）

６２ の

戦略重点戦略重点
科学技術科学技術
を選定

選定の要件選定の要件

重要な研究開発課題重要な研究開発課題

２７３ 課題課題から

２２
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ものづくり技術分野推進方策

24

“ものづくり技術”分野の推進方策と重要な課題

○日本が資源・環境・人口制約を乗り越え、国際競争
力を維持し、経済を発展させていくためには、製造
業の振興にとどまらず、サービス、情報通信業等を
一体的にとらえたバリューチェーンの中で我が国の
強みである製造業を核とした付加価値を最大化す
ることが、大きな政策課題である。

この認識から、この分野をハードウエアの製造技
術だけでなく、ソフトウエア等も含む高付加価値生
産を支える技術ととらえ直し、第３期においては、
『製造技術分野』から『ものづくり技術分野』へと名
称を改め、科学技術に裏打ちされた価値創造型も
のづくり力強化に以下の３点の観点から取り組む。
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１．基礎基盤的なものづくり技術の推進

• ＩＴを駆使したものづくり基盤技術の強化

• ものづくりのニーズに応える新しい計測分析
技術・機器開発、精密加工技術

• 中小企業のものづくり基盤技術の高度化

• 巨大な機械システム構築に貢献するものづく
り技術

26

２．革新的・飛躍的発展が見込まれる
ものづくり技術の推進

• 世界をリードする高付加価値材料を生み出
すものづくり技術

• 人口減少社会に適応する、ロボット等を使っ
たものづくりの革新

• ものづくりプロセスの省エネルギー化

• 資源を有効利用し、環境に配慮したものづく
り技術

• バイオテクノロジーを活用したものづくりの革
新
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３．ものづくり人材の育成強化と
活躍促進

2007年問題によって失われる可能性のある、団塊
の世代が有するものづくりの知識、ノウハウ等の現
場の技術を維持、確保するための実践的な人材育
成を推進する。
また、有能で経験豊かな中高年人材の活躍促進

の機会や仕組みを構築する。これらの課題の解決
には、産業界と大学等の協働による取組が必要で
あり、国がその方向付けと支援を実施する。

注：初中等教育におけるものづくりの面白さ、大切さに係わる教育は、別途
文部科学省が充実化を図りつつある。産業界も参加・協力することが期
待される。

28

ものづくり技術分野推進方策の留意点

• 科学的・技術的価値を社会的・経済的な価値
に具現化する：イノベーション創出を第三期基
本計画の最終成果目標。

• ８分野の政策目標型推進分野すべてが、新
たな価値創造までを出口としているので、有
形・無形な“ものづくり”：「プロダクト・イノベー
ション」をもって、成果とする。

• ものづくり技術分野は、基盤的・共通的「プロ
セス・イノベーション」創出を守備する。
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第３部

我が国のイノベーション創出能力を

強化しよう

30

イノベーション

科学的価値・技術的価値を

社会的価値

経済的価値に具現化すること

＝科学技術創造を

国創りに結実すること

３０
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・雇用（家計）と納税（国／地方の財政）を支える企業の世界競

争力強化による企業財政の強化が必須。

・科学と技術革新による社会・経済的価値創出＝イノベーション
創出が鍵。 科学技術革新への歳出はコストではなく、“３つ財
政立て直し・強化”への“投資”である。

家庭の財政家庭の財政 企業の財政企業の財政
サービス

雇 用

振
興

政
策納

税サ
ー

ビ
ス

納
税

なぜイノベーター日本か？ 日本の国創りの要⇒
3つの財政強化の連立方程式の解の追求

国の財政国の財政
地方の財政地方の財政

３１

32

最近の科学技術政策に係る重要な出
来事のまとめ

１．第三期科学技術基本計画決定（3月28日閣議）

イノベーションと人材育成へ5年間で約25兆円の投資

２．同分野別推進戦略決定（3月22日総合科学技術会議）

２７３の重要科学技術と６２の戦略重点科学技術の抽出

３．第三期基本計画を本格軌道に乗せる改革プラン２００６
（3月22日総合科学技術会議）

４．イノベーション創出総合戦略策定（６月14日同上）

科学・技術価値創造を社会・経済的価値に具現化約束

５．平成19年度科学技術予算に向けた資源配分方針～科
学技術による成長戦略～（6月14日同上）
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33

最近の科学技術政策に係る重要な出来事（２）

６．経済成長戦略大綱および工程表
（７月６日財政・経済一体改革会議）

経済成長に不可欠な科学技術イノベーション
７．２００６骨太方針（経済財政運営と構造改革に関する基

本方針） （7月7日閣議決定）

11.4兆円以上の歳出削減のもと唯一科学技術振興
費だけは＋１．１～経済成長の範囲内増加

８．平成１９年度予算の概算要求に当たっての基本方針
（平成１８年７月２１日閣議決定）「経済成長戦略推進要望

枠」の設定：各省庁要望額を２％加算
９. 平成19年度予算の科学技術に関する資源配分の方

針（平成18年7月26日総合科学技術会議決定）

経済成長戦略大綱とイノベーション創出総合戦略実
現に重点化

34

経済成長戦略大綱の狙う国創り

第１章 国際競争力の強化

１．わが国の国際競争力の強化

（１）科学技術によるイノベーションを生み出す仕
組みの強化

（２）産学官連携による世界をリードする新産業群
の創出

（３）高度な部品・材料産業やモノ作り中小企業の
強化

以下省略

出典：財政・経済一体改革会
議、平成18年7月6日抜粋

３４
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最近の科学技術政策に係る重要な
出来事から認識すべきこと！

１．国の事業経営と科学技術経営の両輪一体実現！

２．科学技術イノベーションによる、これからの10年での

国創りイノベーションへの貢献の重要性を認識しよう！

・第1期、2期基本計画の過去１０年間の知の創造成果
を結合してこの5-10年で社会的・経済的価値創造 ＝

イノベーション創出へ貢献

・これが出来ずして10-20年の視野の主張は許されな

い！

36

第三期科学技術基本計画の
重大ミッション＊＊投資への約束履行
“科学技術的価値創造を

社会的価値・経済的価値創造に結実させる”

イノベーションの実現
命題１．国の事業経営と科学技術経営との両輪の

一体化経営の強化を！

経済成長戦略大綱の柱！
命題１．このミッション実行に対して、科学技術行政
と科学技術コミュニティーはイノベーション創出に向
けて、

科学技術経営力の再構築を！
３６
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“科学技術イノベーション創出構造”を
深堀りしよう

• 社会ニーズ（政策目標）から、必要な要素技術群をブ
レークダウンし、それを実現する戦略技術マッピングと
ロードマップを産学官共同で作成、共有

（事業側（出口）からのイノベーション・パイプライン網）

• 学術的基礎研究を源流とする科学技術革新シーズか
らの目的基礎研究、応用研究、社会受容化実証と社
会ニーズに結びつける

（入り口側からのボトムアップ型イノベーション・パイプラ
イン網）

• 科学技術イノベーション構造は、この両方の潮流を結
ぶ、パラレルでオープンなパイプライン網の構造である

３７

38

図１．

平成１７年科学技術白書：イノベーションの潮流平成１７年科学技術白書：イノベーションの潮流

３８
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大学・旧国研の基礎研究マネージメントの大改革を！

基礎研究

３９

40

目的基礎研究からイノベーション達成への谷間構造改を！

４０
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平成１８年５月２３日

総合科学技術会議

有 識 者 議 員

イノベーション創出総合戦略イノベーション創出総合戦略

第５５回総合科学技術会議２００．５．２３

42

イノベーション創出総合戦略の概要イノベーション創出総合戦略の概要

製品開発
市場投入
普 及

基礎研究

５．イノベーションを支える人材の強化

４．イノベーション創出に向けた制度改革の推進

官民を上げて取り組むイノベーション創出総合戦略の策定が喫緊の課題。

１
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
の

潤
沢
化

２
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
種
か
ら
実

へ
育
て
上
げ
る
仕
組
み
の
強
化

３
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
結
実

さ
せ
る
政
策
の
強
化

大学等 産業界
新
た
な
需
要
の
創
出

新たなニーズ
への対応

基礎研究へ
の立ち返り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
加
速

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
加
速

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
総
合
戦
略

応用・実用化
研究開発

ベンチャー
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１．イノベーションの源の潤沢化１．イノベーションの源の潤沢化

・イノベーションの源としての基礎研究の多様性
と継続性の確保

・世界トップレベルの研究拠点の構築

（拠点のイメージ）

－能力主義に基づく研究責任と報酬
（業績評価反映の年俸制、競争的資金からの

人件費の支給など）
－英語での研究環境 等

４３

44

２．イノベーションを種から実へ育て上げる２．イノベーションを種から実へ育て上げる
仕組みの強化仕組みの強化

（１）産学官連携の本格化と加速

（３）切れ目のない資金供給、知の協働推進

（４）戦略重点科学技術についての施策の
集中的推進
総合科学技術会議が責任を持って実施

（２）地域イノベーションの強化

・基礎段階から産学が連携する研究拠点（先端融合
領域イノベーション創出拠点）形成の強化 等

４４
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（２）地域イノベーションの強化

• 地域イノベーションの自立化を強力に推進。
人、制度、業種間のネットワークを強化し、地
域において研究開発の種を実へ育て上げる
仕組みを強化。

• さらに、地域の知の拠点としての大学と地方
公共団体や地方企業との連携を一層緊密化
し、地域資源を最大限活用したイノベーション
を促進。

46

３．イノベーションを結実させる政策の強化３．イノベーションを結実させる政策の強化

（１）新技術の利用促進、国際標準化など
出口政策の強化

（３）民間研究開発の強化

・ベンチャー企業への投資家からの資金供給の円滑化
のための税制改正 等

（２）ベンチャー企業による
イノベーションの抜本強化
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４．イノベーション創出に向けた制度改革の推進４．イノベーション創出に向けた制度改革の推進

以上に加えて、

成果の社会への還元を阻害する要因の除去
（国際的人材獲得競争に勝ち抜く入国管理制度の実現、
治験制度の総合的推進、出産・育児における女性研究
者の勤務環境の改善など）

以上に加えて、

・世界トップレベルを目指す小中高の理数教育の強化

・理数教科書の充実等、基盤となる知識教育の強化
・バイオテクノロジー等新技術に対する国民理解の向上

５．イノベーションを狙う人材育成の強化５．イノベーションを狙う人材育成の強化

４７

48

第５５回総合科学技術会議（平成１８年５月２３日）

イノベーション創出総合戦略に関する柘植議員発言

• 経済成長戦略実現に貢献する科学技術イノベー
ション能力強化の要は、大学と研究型独立法人を
中核とする基礎研究活動と応用研究および産業側
の製品開発研究とを縦と横に結合する、いわゆる
“知と価値創造のパイプライン網”と言うべきネット

ワーク・マネージメントを強化すること。

• 経済成長戦略大綱で言う“イノベーション・ハイウェ
イ構想”で言うならば、ハイウェイのインター・ジャン

クションの強化である。
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融 合

派生技術
の活用

知
の
創
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立
ち
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り
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ズ
の
見
直
し

プロジェクトＡプロジェクトＡ

新たなプロジェクト

新たなプロジェクトの創成

派生技術

派生技術によ
る新サービス創
出

非採用技術
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ステージ
ゲートⅠ
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製品Ｂ

規制

人材育成

知と価値創造の結合：ナショナルイノベーションパイプライン網知と価値創造の結合：ナショナルイノベーションパイプライン網
の構築を！の構築を！

知
と
価
値
創
造
の
結
合
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
網

４９TSUGE 06.2

50

• 現状、それぞれの段階ごとには研究成果は
論文となり、それなりにきちんと評価はされて
いるが、研究の上流側（基礎）と下流側（イノ
ベーションとを縦と横に結ぶインターフェース
（受け渡し）が出来ているかの研究企画時の
事前チェックと事後評価がまだまだ弱い。

• この知および価値の創造活動の受け渡し機
能（インターフェース機能）を強化する施策を
意識的にとれば、科学技術投資がイノベー
ション創出にもっと結びつき、ひいては国の
歳入増加にも貢献する。

第５５回総合科学技術会議（平成１８年５月２３日）
イノベーション創出総合戦略に関する柘植議員発言
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• 具体策は、昨年から始めた府省連携施策群
活動において、イノベーション創出機能強化
を目指して、現状の横の連携に加え、研究の
上流側と下流側の縦の連携の面から一層充
実・強化すること。

• そして、資源配分の面から、それが出来た課
題に重点投資をすること。

• これを基本計画の戦略重点科学技術群や重
要な研究開発課題群に拡大すると、一層効
果が挙がる。

第５５回総合科学技術会議（平成１８年５月２３日）
イノベーション創出総合戦略に関する柘植議員発言

52

• 同時に、この府省連携の研究開発活動を各
分野毎に、一気通貫で指揮する機能の強化
が必要。

• 現在、資金配分機関ごとに独立して配置して
いるプログラム・ディレクターやオフィサーの
基礎から応用までの統合と指揮機能を強化
すべきと考える。 以上

第５５回総合科学技術会議（平成１８年５月２３日）
イノベーション創出総合戦略に関する柘植議員発言
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講演を終えるに当たって

• 世界大競争時代において、日本の国創り・人創り
の重要な第３の時期を迎えている。

National Innovation System強化

• 同時に人類共通の課題解決への貢献

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ Ｅｃｏｓｙｓｔｅｍｓ

• イノベーション無くして日本の２１世紀の活路は無
い・・・経済成長戦略大綱を実現せねば！

・上流側の基礎、基盤研究を社会的価値経済的価
値創造へ結び付ける知の創造と価値創造のナ
ショナル・イノベーション・パイプライン網構築を！

54

第三期科学技術基本計画の実行に当たり、
日本機械学会への期待

• ナショナル・イノベーション・パイプライン網構築に向けた、
伝統ある産・学・研究独法の知の結合の場：イノベーショ
ン創出の“場つくり”と“インテグラル型人材育成”

• 政策目標３：環境と経済を両立し持続可能な発展を実現

• 政策目標４：イノベーター日本～革新を続ける強靭な経
済・産業を実現に貢献する真の産・学・研究独法の三位
一体の実現を機械学会に期待する！
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55産・学・研究独法三位一体連携場を提供する機械学会

大学

研究独法 産業

日本機械学会

機械工学はイノベーションのインテグレー
ター：Σ型人材を生み出すミッションを持つ！
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